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題解決に向けて全面展開を

釧路市体育協会は、初め

ての国民体育大会が開催され

た昭和21年に加盟 9団体をも

って発足しました。以来、今

日まで多くの競技団体が加盟

を果たし、平成18年 には市町

合併によって 2支部が加わる

など確実に組織の充実・発展を続けており、現在

は39団体を数えます。

その間、釧路市体育協会はスポーツの振興や健

康づくり。生きがいづくりなど、豊かで活力ある

街づくりに貢献するとともに、とりわけ、選手の

強化、指導者の養成 。活用及び生涯スポーツの普

及に積極的かつ継続的な展開をしてきました。

スポーツは運動の楽しさや爽快感、仲間との交

流による安らぎや、連帯感、高度な技術をマスタ

ーする達成感、そして健康の保持増進など豊かな

市民生活を実現する上で欠くことのできない極め

て重要な要素であります。

このようなスポーツの機能を活かし、一人一人

が活力に満ちた生きがいを実感するため、スポー

ツを生活化していく傾向が強まるとともに、 自己

の年齢、体力、技術や目的に応じた多様なスポー

ツ活動のニーズが高まるものと予想されます。

これらに対応するためには、行政の施策として

は勿論ではありますが、スポーツ統括団体である

釧路市体育協会の果たすべき役割がますます重要

となってきます。

今後の課題として、スポーツ活動の拠点である

「湿原の風アリーナ釧路」の有効活用によるさら

なる施設機能の発揮、老朽社会体育施設の早期補

修及び耐用年数切れ旧式備品の更新等があります。

一方、生涯スポーツの振興の観点からは、スポー

ツ実践者の拡大、スポーツクラブの育成及びスポ

ーツ少年団の充実 。発展等が挙げられます。

「湿原の風アリーナ釧路」の完成がみんなの願

いを結集させた「一点突破」だとしたならば、こ

れらソフ ト面・ハー ド面の課題解決はまさしく

「全面展開」で進めていくこととなりましょう。

そのためには各加盟競技 IJ体のご理解とご支援

が是非とも必要となってきます。関係皆様方のま

すますの発展を願いつつ、スポーツ環境のさらな

る改善を目指し、ともに歩みを進めていく決意で

ございます。

1祝 釧路バークゴルフ協会 設立20周年を迎える
釧路パークゴルフ協会は、現在、33団 体850名

もの愛好者を有する大規模団体です。今回の設立

20周年を新たなスター トとして捉え、パークゴル

フ愛好者のニーズに応えるべ く活動のさらなる充

実 。発展に期待が寄せられております。

釧路市体育協会では34番 目の加盟団体である

釧路パークゴルフ協会が、記念すべき設立20周年

の節目を迎えました。記念式典はアクアベールに

関係者約170名 が出席する中、佐々木勝成会長の

式辞をはじめ、功労者の表彰が行われました。続

く祝賀会では釧路自衛隊の日本太鼓が演奏される

など大いに盛り上がりました。

また、国際パークゴルフ協会に申請していた公

認コースの認定書が 9月 1日 付で届き、喜びが重

なることとなりました。 会長 式辞 感謝状 贈呈
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横平昭氏は、釧路テニス

協会で28年間にわたり、理

事、理事長を歴任され、現

在は会長としてご活躍され

ております。その間、若手

大日向勲男氏は釧路ソフ

トテニス協会で29年間にわ

たり、常任理事、参与等を

歴任され、現在は副理事長

としてご活躍されておりま

す。その間、北海道代表の監督として全国大会で

の上位入賞に貢献されるとともに、審判部長として

ソフトテニスの普及・発展にご尽力されてきましたc

釧路市体育協会表彰 8/2 71el

吉田達弘氏は釧路ソフト

テニス協会で29年間にわた

り会計部長、会計監事等を

歴任され、現在は常任理事

としてご活躍されておりま

舘翔汰 くんは今春 3月 、

東京辰巳国際水泳場で開催

された全国」OCジュニア
オリンピックカップにおい

て、10歳以下の部・50m自

形に北海道代表として出場し、持てる力を遺憾

く発揮して見事優勝されました。今後の12歳以

の部での活躍が期待されております。

選手の育成を通して競技力の向上を図るとともに、 す。その間、小学生を中心としたジュニア選手の
テニス愛好者の拡大に力を尽くされ、釧路テニス  技術の向上に力を尽くされ、ソフトテニス競技の
協会の発展に多大なる貢献をされてきました。   普及 。発展に多大なる貢献をされてきました。

由

な

下

天 息 くスポーンの秋満開

第65回釧路市秋季体育祭の総合開会式が 8月 27

日夜、「湿原の風アリーナ釧路Jサ ブアリーナで

行われました。

会場には昨年度各競技の優勝チームの代表ら

300名 が駆け付けました。

市長杯返還の後、張江市体育協会長からは「ス

ポーツを愛する多くの市民のおかげでこの立派な

体育館がある。素晴らしい環境を全員が享受しな

がら、市民皆スポーツの下地を築いていこう」と

の激励がありました。

これを受け、北海道ボウリング連盟91路支部の

石川和男選手が力強く選手宣誓をし、大会にかけ

る意気込みを示しました。

体育祭は、軟式野球など既に開幕している種目

もありますが、多くは 9。 10月 に集中しており、

市内各地で熱戦が繰 り広げられます。

パークゴルフ

総合開会式

ソフトボール
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釧路市体育協会阿寒支部

体協をアビール !!
事務局 畠 山 幸 男

毎年恒例になっ

ている「阿寒ふる

さとまつり」にお

ける体協阿寒支部

事業。

今年は新しく、
『熱ケツ 1尻すもう大会』を行いました。男

女別開催を予定していたのですが、恥ずかし

がり屋の女性が多いのか、女性の参加が少な

く、急速男女別の枠をとって行いました。

やっている本人は真剣、見ている人はその

様子を見て大笑い 1笑顔いっぱいの事業を展

開することができました。人気のあるダーツ

も100人 分の整理券をさばき、今年も参加型

のレクリエーション競技で体協阿寒支部の日

的の一つでもある「身近な存在Jを アピール
することができました。

本年度は、管内役職員等研修会が阿寒地区

で開催する予定となっており、競技スポーツ

の推進と指導者等の資質の向上に取 り組んで

いきたいと考えております。

釧路市体育協会音別支部

地域の交流事業
事務局 山 田 昌 江

町内会で組織され、年間5

技大会や資質向上研修会、

事業を開催しています。

今年で25回 日となる「ファミリースポーツ

交流会 (共催事業)Jは、三 L代 の交流を日
的に、年齢に関係なく気軽に運動に親しめる

事業として、例年10月 に行われています。昨

年は、小学 1年生から87才 までの62名 が音別
地区体育指導委員の方々の指導により4種 日
の軽スポーツを体験した後、おにぎりと焼肉

でお腹を満たし楽しいひとときを過ごしてい

ました。

今後も地域の実情に合わせ、関係け1体 との

連携を図りながら、地域活性化の一助となる

よう各種事業に取 り組んでいきたいと考えて

います。

昭和33年 10月 に

発足し、設立52年

日を迎えた当支部

は、音別地区の体

育団体 (9団体 :

会員約500人 )と
種日のluT内対抗競

共催事業など各種

当協会は平成10年 10月 に設

立、 5団体で構成し指導員20

名、登録人員223名 の体制で

活動し現在に至っております。

世界大会のシンクロナイズド

において銀メダルを受賞する

選手が輩出され、続く選手も全道大会では、

個人 3連覇・シンクロナイズド2連覇を果た
す活躍と共に全国大会に多くの選手が出場し

ております。

平成20年 9月、湿原の風アリーナ釧路の完

成に合わせて全国トランポリン競技選手権大

会が開催され、今年 5月 には北海道ジュニア

トランポリン競技選手権大会を実施、12月 に

はJOCジユニアオリンピック都道府県対抗
の北海道代表選手選考会が実施され、平成23

年には全国高等学校 トランポリン競技選手権

大会が釧路市開催で決定しております。

当協会として貢献できることは大変光栄で

あり、普及の向上と選手の育成強化に努めて

まいります。

バウンドテニスは「いつでも、ど

こでも、誰でもJで きる新しい軽ス
ポーツ     。昭和60年 11月 、
道内で     館に次いで 3番 目
の協会     しました。 H召和63
年に全国スポレク祭りに採用され、

生涯スポーツとして広く認められてきました。

協会員数40名 (公認指導員 8名 )、 各サー

クルでは、健康維持やストレス解消、技術向

上のために練習    んでいます。
全日本・北海    ク・全道選手権、全
国スポレク祭、

成績を残 してい

ド大会に出場、好

9月 には北海道ブ

の風アリーナ釧路ロック親善交流言

で開催、好評を得ました。

今年度の協会事業として、小田原杯、清水

杯大会、市秋季体育祭参加、初心者・技術向

上講習会を計画し取 り組んでいます。

当協会として今後 もバウンドテニスの普

及・発展のため、新会員の募集、育成定着を

図るよう努力してまいります。
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2010年日中成人スポーツ交流事業
日本と中国の両政府は2007年 を日中国交正常化

35周年と位置づけ、それを記念した「日中文化 。

スポーツ交流」は、本年で 4年 目を数えます。

中国からは、テニス、卓球、バ ドミントン及び

ボウリングの 4種 日、総計62人の生涯スポーツに

親しむ成人選手団が来釧しました。

メイン会場である「湿原の風アリーナ01路」の

他、「鳥取 ドーム」、「釧路パレスボウル」において、

スポーツを通した日中両国の親善と友好をいっそ

う深め合いました。

釧路市スポーツ少年団は、昭和59年 11月 に釧路

市体育協会の下部組織として設置され、本年度は、

15種 目で80団 体、約1,900人 の団員が登録されて

おります。

団員たちは、スポーツを通して望ましい「から

だ」や「こころ」をつくるため、仲間とともに日々

の練習に励んでおります。

少年団としての日常的なスポーツ活動のほか、

他の団との交流として、体カテスト会、ジュニア

リーダースクール、スポーッ交流会など意義ある

事業が行われています。

ジュニアリーダースクール ジュニアリーダースクール
乗 馬 体 験     ファイヤーストーム

1-ムベージが開

本年度の達成事業の一つであった釧路市体育協

会のホームページが、開設されております。

「釧体協だより」と同様、広報活動のさらなる充

実を目指し、スピーディかつタイムリーで見て楽

しめるよう努めております。

掲載内容は、本年度の事業計画、表彰式、体育

祭、共催 。後援事業など、多くのページが用意さ

れております。

とりわけトピックについては、こまめな更新を

心掛けておりますし、アニメーションなど表現方

法に工夫をこらしております。  し鍋■市体冑●主

ド1'これ「馨9京「増荘£[高 :i :|::::
覧して くださいますとともに、り 淵 Lヽ腱

クエス トやニュースのご提供など、:l'…

ご協力の程を切にお願い申し上げ

ます。

|l il」言品11,贔座Fイ患野R

バドミントン

ボウリング テニス

罰改
http://kushiro¨ talkyo.ip

体カテスト会
トップページ
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